
 ボランティアに関する情報やお問い合わせなど、熊本市市民活動支援センター・

あいぽーとまでご連絡ください。情報誌についてのご意見もお待ちしています。 
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ここです

 

至 

市
役
所 

辛
島
町
電
停 

「あいぽーと」では、少人数（15名位まで）での打合せや研修等の場所として「交流コー

ナー」を、また、インターネット検索やチラシなどの文書が作成できる「パソコン」を

設置しておりますが、あまりご利用いただいていない状況です。空いていればいつでも

ご利用いただけますので、ご気軽に「あいぽーと」窓口にお申し付けください。  

 
 
 

編
集
後
記 

  

早
い
も
の
で
、
熊
本
市
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
産
業
文
化

会
館
に
移
転
し
て
半
年
が
経
ち
ま

し
た
。
そ
の
間
、
愛
称
（
あ
い
ぽ
ー

と
）
決
定
や
、
セ
ン
タ
ー
主
催
の
街

中
清
掃
、
「
あ
い
ぽ
ー
と
通
信
」
の

情
報
の
充
実
等
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
ん
で
ご
利
用
い
た
だ
く
セ

ン
タ
ー
を
目
指
し
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

特
に
、
現
場
で
実
際
に
活
躍
さ

れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
方
と
の
触
れ
合
い
を
大
事
に
し

た
い
と
の
想
い
で
、
現
場
訪
問
を

重
ね
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
号
で

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ど
の
団
体
さ
ん
も
活
動
を
通

し
て
生
活
に
張
り
を
見
つ
け
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
熱
い
想
い
で
活

動
を
さ
れ
て
お
り
、
お
一
人
お
一

人
が
輝
い
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、
こ
の
よ
う

な
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
事

を
願
い
な
が
ら
、
私
た
ち
は
サ

ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
き
た
い
と
実

感
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
「
は
じ
め
の
一
歩
」
を
ご
覧

に
な
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
「
は
じ
め

の
一
歩
」
を
踏
出
し
て
い
た
だ
け

る
方
が
お
一
人
で
も
増
え
れ
ば
幸

い
で
す
。 

現在「あいぽーと」では、月2回ボランティア情報誌「あいぽーと通信」を発行していま

すが、刷り上った情報誌を折たたんで封筒に入れるのが一仕事でした。 

それが今、情報誌を折り、封詰め作業をしていただくボランティアさん（通称折々ボラン

ティアさん）が3名いらっしゃるお陰で大変大変助かっています。 

「あいぽーと」お助けボランティアさんは常時募集しておりますので、お手伝いいただけ

る方は「あいぽーと」までご連絡ください。お待ちしております。 

  

 

 

交
流
コ
ー
ナ
ー 

パ
ソ
コ
ン 

皆さん両手にゴミ袋を抱え、汗だくで頑張っ

ていただきました。参加いただいたボラン

ティアの皆さんからは、「ゴミがなくなった通

りを眺めると、気持ちがいいものですが、身勝

手に捨てられたゴミの多さに驚きました。」と

いったご意見が多かったです。 

はじめの一歩 

熊本市ボランティア情報誌 

2006.10 

第12号 

 熊本市市民活動支援センターの愛称が「あいぽーと」に決まって2ヶ月が過ぎました。 

すこーしは、愛称「あいぽーと」が定着しつつありますが、まだまだ「あいぽーとって何？」

の市民の皆さんが多いようです。 

 これからも「愛情込めて、皆さんの活動、サポート」させていただく「あいぽーと」をご

利用いただきますようお願いいたします。 

左写真は、当センターでおこなった愛称決定時の

表彰式の模様です。（8月10日） 

中央が「あいぽーと」名付けの親、園田浩さんで

す。命名理由は「愛、サポート（支援）・ポート

（港）を併せ、優しさや市民の皆さんに親しまれ

るようにとの願いを込めて平仮名にしました。」

とのことです。 

 熊本市夏の風物詩「火の国まつり」。 

毎年多くの参加者・見物人で街中は大賑わいです

が、まつりの後の街中は、空き缶・ペットボトル・

紙くずなどなどが散乱しています。 

そこで、今年「あいぽーと」では、総踊りの翌日に

街中清掃を計画しましたところ、50名を超えるボ

ランティアの皆さんにご協力いただきました。 

 

  



田崎ふれあい会さんは、まちづくりの活動をされている

団体さんです。この日は団地に住んでいる高齢者の方

とボランティアの方とで協力して団地内広場にお花の

プランターを設置されました。 

 

→
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は
赤
の

ジ
ャ
ン
パ
ー
が
目
印
。
地
域
の
方

と
協
力
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。 

 

最近活動された5つの団

りお忙しく活動している

登録された団体さんま

ある病院のお誕生会での演芸披露の様子です。此君会さ

んのメンバーはそれぞれが師範級の腕前を持つ方々であ

り、この日は傘回しと書道吟（吟詠の間に詩文を紙に書き

きる技。詩文は此君会さんオリジナルのもの）などを見事

に披露してくださいました。 

→
書
道
吟 

→
傘
回
し 

 

 

 

ＮＰＯ法人此君会さんから 

一言 
 邦楽のジャンルが限られた

方々の間で愛好されております

けれども、戦後クラシック教育に

偏ってしまい独自の邦楽の事が

軽んじられた感があります。 

 ＮＰＯ法人此君会は、篠笛、肥

後琵琶、筑前琵琶、お琴などに

加え吟詠、剣詩舞、書道、茶道

それらを一体として創造的舞台

空間を創出して、邦楽に馴染み

の薄かった方々に関心を持って

いただく一助になればと活動を

始めたものです。後継者の育

成、啓発活動にも努めていま

す。 

 

 

この日はある施設での敬

披露で、銭太鼓をはじめ

披露をしてくださいました

アさんの両方が楽しんで

→
銭
太
鼓
の
披
露
。
手
に
持
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
竹
筒
状
の
も
の
が
銭
太
鼓
で
、

振
る
と
銭
の
触
れ
合
う
音
が
し
ま
す
。 

田崎ふれあい会 

さんから一言 
 私達、田崎ふれあい

会は高齢者のひきこも

りをなくし、親睦を深め

たいと平成14年7月に

発足しました。先ずは

資金作りの為に新聞、

アルミ缶を集めて月1

回の会合を開き、現在

では会合も週1回にな

り、3年前からは熊大

の先生と学生さん達の

参加を得て健康につ

いての話、ストレッチ、

グランドゴルフ等して

体力増進しています。 

夢は、元気で笑顔があ

り助け合う町にするこ

とです。 

歌舞団ひま
 温泉センター

成し、日舞（名

マジックショー

名加え、現在１

で活動してい

ん、市外でも積

らも大変喜んで

拍手を受ける

じております。

これからも元

歌に研きをか

輪を広げてい

 

歌舞団ひまわり会さんの演芸披露は毎回1時間以上です。

衣装・歌・踊り全てにおいて本格的で観ているひとを飽きさ

せない！この日も1時間の披露では少なく感じたほどです。

舞踊を中心とし、懐メロに合わせて歌と踊りを１人ずつ披露

してくださいました。 

 

 

→
歌
舞
団
ひ
ま
わ
り
会
の

皆
さ
ん 団体さんです。以前よ

る団体さんから、最近

で盛りたくさんです。

 

敬老の日を祝う会での演芸

め、カラオケ、ダンス、踊りの

た。施設利用者とボランティ

でいる様子が印象的でした。 

白藤銭太鼓愛好会 

さんから一言 
公民館活動を始めましょ

うとのことで、向井先生

を講師にお願いしてカラ

オケを習い始めて、もう

１５年になります。月に2

回練習に励んでいます。

男女合わせて４０人いま

す。春・秋とステージ発

表ではみんな仲良く唄っ

ています。民舞・フラダン

ス・レークダンスと色々

です。 

昨年7月より向井先生の

指導のもとで銭太鼓を

始めたところです。 

まわり会さんから一言 
ーで知り合った仲間と結

名取り数名）に創作舞踊、

ー更にカラオケ名人も数

１５人（代表：大﨑茂さん）

ます。熊本市内はもちろ

積極的に活動し、皆様か

でもらえ、会場から大きな

る事が自分達の喜びと感

 
気な限りよりよい踊りと

けて、ボランティア活動の

きたいと思っています。 

お話ボランティア 

らくがきさんから 

一言 
私たちは、お話が大好き

です。それを聞いて、喜

んでいただける事は、と

ても幸せに思います。ま

た、お顔を見ながら、生

の声で触れ合う事で、お

話の持つあたたかさや

面白さなどを伝えたいと

考えています。「楽しい」

「良かった」と思って下さ

る方が、ますます増えま

すように、活動を続けて

いきたいと思います。 

日頃は児童館や学校での活動が主。この日は高齢者福

祉施設での活動のため、目で見ても楽しめるものを、と考

えて来られ、昔ばなし・ふれあい遊び、パネルシアター等

を披露してくださいました。施設利用者の方も一緒に手を

動かし童謡を歌ったりと楽しそうにされていました。 

←
童
謡
を
交
え
て
の 

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー 

←
手
作
り
の
道
具
を
使
っ
て

桃
太
郎
の
お
話
。
高
齢
者
の

方
に
も
大
好
評
で
し
た
。 


